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1. 景観専門委員会のこれまでの検討について 

景観専門委員会におけるこれまでの主な検討項目を以下に示した。これまでに、現況景観の把

握・分析（景観要素の抽出・整理、景観特性による区域区分等）、景観に関する法律・条例や沿

川景観の歴史的背景の整理を行い、景観形成に関するキーワードの抽出と基本方針の作成を行っ

てきた。これらの検討内容をふまえ、今後、景観形成に関する基本計画の検討へ入っていく。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○大橋川沿川の景観形成に関する基本方針の検討のためのキーセンテンスの抽出 
・ 景観に関する法律・条例等からみた検討 
・ 沿川景観の歴史的背景からみた検討 
・ 現況景観の特徴からみた検討 
・ まちづくり検討委員会における審議内容からの検討 

○大橋川沿川の景観形成に関するキーワードの抽出と基本方針（案）の検討 
・ 景観形成に関わるキーワードの整理 
・ 景観形成に関する基本方針（案）の検討 
・ 検討対象とする景観要素の整理、視点場・視点方向の検討 

○大橋川沿川の景観形成に関する「基本計画」の検討へ 

○大橋川沿川における現況景観の把握・分析 
・ 大橋川沿川の景観要素の抽出・整理 
・ 大橋川の景観的特性の整理 

第
二
回

第
四
回 

第
五
回 

第
一
回 

○委員会立ち上げ（大橋川周辺まちづくり検討委員会と合同開催） 

・ 委員会の設立趣旨・進め方等について 
・ 松江市および大橋川周辺地域の現状について 
・ 大橋川周辺地域のまちづくりの課題および検討内容 

○視察・意見交換（大橋川周辺まちづくり検討委員会と合同開催） 
・ 先例地視察と大橋川周辺地域のまちづくりについての意見交換 

第
三
回

H17.11.18 

H18. 1.26 

H18. 4.19 

H18. 5.17 

H18. 6.27 
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2. 景観形成に関する基本計画（案）検討の流れについて 

基本計画検討における今後の検討項目及び流れ（案）を下図に示した。検討項目及び流れについては、「河川景観の形成と保全の考え方（平成 18 年 10 月 国土交通省河川局）」（参考 1参照）や景観アセスメント（参考 2参照）の

流れを参考にした。検討の各段階においては、大橋川周辺まちづくり検討委員会への報告・確認を行い、調整・連携をはかりつつ進めていくこととする。 

 

＜景観専門委員会＞                             ＜まちづくり検討委員会・市民意見交換会等＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○第一段階：景観形成の理想像（区域毎）の検討 

・大橋川周辺まちづくり基本方針及び大橋川沿川の景観形成に関する基本方針の確認 

・基本方針をうけての景観形成の理想像の検討 

第 5回（前回） 

○大橋川沿川の景観形成に関するキーワードの抽出と基本方針（案）の検討 

・景観形成に関わるキーワードの整理 

・景観形成に関する基本方針（案）の検討 

・検討対象とする景観要素の整理、視点場・視点方向の検討 

○第ニ段階：景観形成の目標・具体的な整備方針の検討 

・（第6回の審議内容を踏まえ修正した）景観形成の理想像の確認 

・景観形成の理想像から目標の明確化 

・目標にもとづいた形成・保全すべき景観対象への具体的な整備方針・配慮事項の検討 

○第三段階：整備後のイメージの検討 

・（第7回の審議内容を踏まえ修正した）具体的な整備方針・配慮事項の確認 

・ 各ゾーン及び対象物の主な構図でのイメージスケッチ等による整備方針の確認 

：基本方針や目標と具体の整備方針との整合を確認する 

 

○第四段階：「基本計画（案）」の検討 

・（第 8 回の審議内容を踏まえ修正した）各ゾーン及び対象物の主な構図でのイメージスケッチ等

の確認 

・これまでの審議内容等を整理した「基本計画（案）」の検討 

大橋川沿川の景観形成に関する基本計画（案） 

大橋川周辺まちづくり基本方針の検討 

（第4回・第5回まちづくり検討委員会） 
大橋川沿川の 

景観形成に関する 

基本方針（案） 

○地元・関係団体への説明・意見聴取 

○市民意見交換会 

まちづくりの基本方針の検討 

（第6回まちづくり検討委員会） 

大橋川周辺まちづくり基本方針 

（委員会案） 

 

大橋川沿川の景観形成に関する基本計画（案）の検討

報告・確認 

調整・連携 

大橋川沿川の 

景観形成に 

関する基本計画（案） ○地元・関係団体への説明・意見聴取 

○市民意見交換会 

第 6回（今回） H18.12.11 

第 7回以降 大橋川周辺まちづくり基本計画 

の検討 

大橋川周辺まちづくり基本計画 

の検討 

主な 
検討段階 

理想像 

整備方針

整備 
イメージ

基本計画

【景観形成の理想像】 

河川景観の目標を考えるに先立って、以下の視点

から、その河川における景観の理想像を描く。 

1）現在良好な河川景観がみられるところについて

は、その景観を保全することを基本とし、可能

であればさらにより良い景観を再生・復元する。 

2）現在良好な河川景観が失われているところにつ

いては、過去に有していた良好な河川景観の再

生・復元もしくは流域の将来像に見合う新たな

河川景観の創出をはかる。 

（例）○○神社と△△川が調和した歴史的な景観

を保全する。／市街地の工場などの雑然とし

た景観を改善する。 

【具体的な整備方針・配慮事項】 

目標に基づき、景観の形成と保全の方策を検討す

る。整備する計画範囲を設定するとともに、主に以

下に挙げる視点から方針や配慮事項を整理する。 

・周辺環境との調和を考慮した護岸や堤防等のデザ

イン・素材・植栽のあり方 

・川の景観を楽しむ場の形成としての整備拠点のあ

り方（視点場と景観対象） 

・川と沿川地域の関係の向上のあり方（水辺のプロ

ムナードや水際へのアクセス性など） 

（例）歴史性・景観的価値のでる素材として地場

産の石を使用する 

【景観形成の目標】 

河川景観の理想像に基づき、まちづくり等の計画

を総合的に考慮したうえで、現実的な方策の中で、

保全すべき景観、復元・改善すべき景観、創出すべ

き景観を明確にし、目標を設定する。 

（例）○○神社と△△川が調和した歴史的な景観

を保全する。／まちづくりと調整し、市街地

の工場などの雑然とした景観を改善する。 

目標 
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【参考 1：「河川景観の形成と保全の考え方（平成 18年 10月 国土交通省河川局）」について】 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「河川景観の形成と保全の考え方」は、美しい河川景観を形成・保全するための総合的なガイドライン

として、平成18年 10月に国土交通省河川局から公表されたものである。 

『それぞれの河川や地域の自然・歴史・文化・生活にふさわしい河川景観の形成や保全をはかる』こと

を目的として、川づくりに関わる人々が、河川および河川景観の成り立ちや特性を学び、河川景観の形

成・保全についての方針や計画を定め、設計、整備、維持管理等を行うために、必要な視点、考える手

順、整理すべき情報、活用すべき手法等が示されている。 

「河川景観の形成と保全の考え方」 

参考資料：Ｐ6-2 より 

景観区分
自然河道が残されて
おり、交互砂州、瀬・
淵が多い区間

河道は整正され、田
園地帯を流れる区間

河道は整正され、密
集市街地を流れる区
間

サギのコロニー
に利用されてい
る樹林がある

江戸時代から続く
取水堰（魚道あり）
石の積み方に昔の
面影がある

外来種である
ハリエンジュが
侵入し、河原
が失われた高水敷上に

残ったヨシ原
が自然的

アユの産卵床
となっている大
きな瀬

舟運で栄えた面影
の残る街並みと、
石積護岸が歴史
を感じさせる

高水敷利用が盛
んで、人工的な
景観

大きな水衝部
の淵と、大規模
な河畔林がある

水難防止
の神様が
歴史を感
じさせる

○○橋から見渡せ
る遠くの山並みが市
民に好まれている

広々とした水
田耕作地（氾
濫原上の土
地利用）

川から見た街
並みの状況
が、殺風景

のどかな水
田地帯

青：良い場所　赤：悪い場所
緑：拠点となるべき場所

河川景観の
理想像

河川景観の
理想像

河川景観の
理想像

河川区分 自然堤防区間

治水・利水・環境の
目指すべき方向性

流域での計画

矛盾がないかチェック
各計画との調整

河川景観に影響がある場合の回避・低減・代償の目標の検討

河川景観の
目標

河川景観の
目標

河川景観の
目標

河川景観の保
全あるいは整備
の方策

河川景観の保
全あるいは整備
の方策

河川景観の保全あるいは整備
の方策

河川景観の形
成と保全のた
めの方策 

河川景観の形
成と保全のた
めの方策 

河川景観の形成と保全の
ための方策 

6.2 河川景観を読む 

6.3 河川景観の目標を考える 

6.4 河川景観の形成と保全の方策を考える 

6.3.1 河川景観の理想像を描く 

6.3.2 河川景観の目標を設定する 

6.3.4 重要景観区間の目標を設定する 

6.4.1 景観区分毎の景観の形成と保全の方策を検討する 

6.4.2 重要景観区間における景観の形成と保全の方策を検討する 

6.2.2 現地調査 

6.2.1 文献調査 

その河川の「景観形成の仕組みづくり」「景観保全の仕組みづくり」 
「骨格のデザイン」「場のデザイン」を考える 

7章 骨格のデザイン 

4章 景観形成の仕組み
づくり 

5章 景観保全の仕組み
づくり 

7章 骨格のデザイン 
8章 場のデザイン 

・河川（治水、利水、

環境）の計画 
・流域の土地利用、ま

ちづくり等の計画 参考 

参考 

総合的に考慮 

総合的に考慮 

【河川景観の調査と計画の検討の流れ】 

(1)現在の河川景観の把握 

(1)撮影地点の設定 

(2)撮影時期・時間帯の設定

(3)現地写真撮影 

(4)現地調査のまとめ 

(2)河川景観の履歴の把握 

(3)文献調査のまとめ 

6.2.3 河川景観

の特徴の整理 
①河川景観の類似した区分（＝景観区分）の設定 

②河川景観の成立要因を考える 

③河川景観の特徴を言葉で表現する 

④景観の特徴の整理 

(2)河川景観のポイントとなる場所とその特徴の取りまとめ 

(1)河川景観の区分とその

特徴の取りまとめ 

河川景観について

の考え方や事例 

6.5 河川景観の形成と保全の方策を検証する 

設定した目標が達成されたかどうかを評価し、実施した内容が目的に添っていたかどうか、

あるいは時間とともに劣化していないかどうかを検証し、必要に応じて方策の改善をはかる。 

河川整備基本方針・河川整備計画・河川環境管理基本計画 

①情報を収集し流域を概観する 

②河川景観に関する情報を集め地図上に整理する

①流域の人々と河川との関係を把握する 

②河道の変遷を把握する 

③河川景観の変遷を把握する 

①河川景観が類似した区分（＝景観区分）を推定

する 

②特徴的な地点を整理する 

参考 

【景観の形成と保全の方策を考える検討の流れ】 

○大橋川沿川の景観形成に関する基本計画の策定の流れのうち、景観形成の理想

像の検討、目標・具体の整備方針の検討については、主に本手引きにおける河

川景観の「目標を考える」「景観の形成と保全の方策を考える」の流れを参考

にした。（下記概念図：「河川景観の形成と保全の考え方」参考資料 p.6-55）

景観専門委員会 

第１回～第５回 

景観専門委員会 
第 6回：理想像（区域毎）

の検討 

景観専門委員会 

第 7回：目標の検討 

景観専門委員会 

第 7回：整備方針の検討 

第 8回：整備イメージの検討

第9回：基本計画(案)の検討

 

大橋川沿川の景観形成に 
関する基本方針 
（委員会案） 
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【参考 2：景観アセスメントについて】 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

景観アセスメントとは、平成１５年７月に策定された「美しい国づくり政策大綱」内の施策展開に位置

づけられた景観評価のシステムであり、現在、全国50箇所程度で試行されている。なお、現時点では試

行段階ということで、正式なガイドラインは示されていないが、「景観アセスメント」の指針となる「国

土交通省所管公共事業における景観評価の基本方針（案）（平成16年６月策定）」（以下、基本方針（案）

と記す）が示されている。 

 

○「国土交通省所管公共事業における景観評価の基本方針（案）（平成16年６月策定）」の主なポイント 

 

１. 景観形成の基本的な考え方、方向性などを「景観整備方針」として明確化する。 

２. 景観評価に当たって、専門的な立場から指導・助言する「景観アドバイザー」を任命する新たな仕組み

を導入する。  

３. 住民や学識経験者等にインターネットやワークショップ等により情報提供し、広く意見聴取に努める。

４. 各段階で「景観整備方針」に基づき適切に形成されているか「景観の評価」を実施する。 

出典：景観アセスメント（景観評価）システムの概要（平成 16 年 6 月 国土交通省）より一部改変


